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0.0052)。多変量Coxの比例ハザードモデルでは、糖尿病の罹患(HR=3.720; P = 
0.0246)が心血管死亡の予測因子であり、アルファによる治療(HR=0.347; P = 0.0035)
と血清CRP(HR= 1.746[; P = 0.0071)とnon-HDLコレステロール(HR=1.012; P = 
0.0267)は全死亡の独立した予測因子であった。 
本研究の結果から、慢性透析患者へのアルファ治療は、全死亡率と心血死亡率の
低下に重要であることが判明した。アルファの経口投与は、低用量でも有意に死亡率
を低下させた。活性型ビタミンＤには、免疫調整作用や血管内皮細胞の機能維持に
関係しており、感染症に対する抵抗力の向上や動脈硬化の予防および心筋肥大の抑
制を介して、透析患者の予後を改善した可能性を示唆している。 
低用量の経口活性型ビタミンDを投与された透析患者の予後が改善されることが実
証された。 
